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●推計結果

R5 R10 R15 R20 R25 R30 R35 R40 R45

R5 R5対比 R25 R5対比 R45

児童数
（小学校）

7,215人
→

約35％減
4,683人

→
約５２％減

3,499人

生徒数
（中学校）

3,739人
→

約34％減
2,458人

→
約52％減

1,791人

全体数 10,954人
→

約35％減
7,141人

→
約52％減

5,290人

児童・生徒数及び学級数の推移

１

学級数推移

2023 2028 2033 2038 2043   2048 2053 2058 2063

児童生徒数

児童数

生徒数

40年後の児童・生徒数は約５割減少！標準規模を満たす小学校は２校に！

令和5年 10,954人 ⇒ 令和45年 5,290人まで減少（5,664人の減）

R５年度 R１５年度 R３５年度 R４５年度

9／23校 8／23校 5／23校 2／23校

4／8校 1／8校 0／8校 0／8校

※多度地区は除く

『一学年2～3学級』以上の小学校

『一学年4学級以上』の中学校



市内小中学校の築年数

２

築40年を超える学校施設が全31校中2３校！

学校施設の安全性の確保やこれからの教育の変化に対応できる学校施設へ

精義学校は

築60年越え！

特に、精義小・修徳小・
日進小など駅周辺地域の
学校の築年数が高い。

令和５年４月時点



桑名市小中学校再編計画

３

施設の老朽化が著しい市内中心部を最優先！

しかし、人口密集地での広大な学校用地の確保は、困難で時間を要する！

学校としてある程度の広さを有し、隣接する土地は用地確保が簡易な市所有地

“スピード感ある再編”が最重要ポイント！

一年でも早く、児童・生徒たちに最適な教育環境を提供するため、

学校再編の実効性が確実・担保される場合には速やかに着手していく！

予想以上の児童生徒数の減少スピード、著しい老朽化、教育環境の変化…

まさに学校再編待ったなしの状況！
しかし、市内全域の再編には、かなりの期間を要する



施設一体小中一貫校の候補地として

市役所などを含む光風中学校を起点とした場所を次回の施設一体型小中一貫校候補地として検討

分散進学の解消

安全・安心な
これからの時代にあった

新しい学校施設

多くの児童生徒に
より良い教育環境

修徳小

明正中
光風中学校

益世小

市役所・公園

桑名駅

精義小

４


